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年
度
末
を
迎
え
て

   

大
北
地
区
賛
助
会
・会
長

                                                   

伊
藤

佳
壽
美

「
光
陰
人
を
待
た
ず
」と
言
い
ま
す
が
、
大
北
地
区
賛
助
会
の
令
和
七
年
度
活
動
も

「あ
っ
」と
い
う
間
に
年
度
末
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
に
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
。
次
年

度
や
将
来
に
向
か
っ
て
の
指
針
を
探
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
の
活
動
は
、
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
実
行
し
て
参
り
ま
し
が
、
研
修
旅
行
が
出

来
な
か
っ
た
事
は
残
念
で
す
。
旅
行
の
新
し
い
知
識
・見
聞
の
習
得
・会
員
相
互
の
交
流

等
々
大
切
な
事
業
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
開
催
時
期
・場
所
・参
加
人
員
の
確
保
等
計
画
の
策
定
に
工
夫
を
加
え
て
、
新

し
い
内
容
で
実
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
研
修
旅
行
は
、
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て
楽
し

む
、
人
気
の
人
気
の
活
動
研
修
旅
行
で
す
。

研
修
旅
行
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
取
り
組
み
も
致
し
ま
し
た
。

・
シ
ニ
ア
大
学
講
座
（二
学
年
）賛
助
会
企
画
実
施
（わ
ら
細
工
体
験
）

・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
賛
助
会
の
活
動
報
告
と
展
示
を
出
店
方
法
参
加

・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
（マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
）
大
会
に
賛
助
会
と
し
て
参
加

・
大
町
市
南
部
包
括
セ
ン
タ
ー
主
催
、
そ
ば
切
り
音
頭
新
作
動
画
の
制
作
に
参
加

・
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
文
化
・芸
術
交
流
大
会
交
流
広
場
の
大
北
地
区
賛
助
会

コ
ー
ナ
ー
に
活
動
の
様
子
を
展
示

以
上
の
よ
う
な
新
し
い
活
動
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
社
会
参
加
に
十
分
に
対
応
出
来
た
の
か
疑
問
で
す
。

こ
の
間
大
北
支
部
事
務
局
の
佐
藤
様
、
篠
原
様
に
は
多
大
な
ご
指
導
ご
協
力
を
頂
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
北
賛
助
会
の
課
題
は
、
少
子
高
齢
化
の
社
会
環
境
や
会
員
の
減
少
す
る
中
で
、
よ
り

魅
力
的
で
参
加
し
て
楽
し
く
な
る
活
動
の
出
来
る
組
織
で
あ
る
為
に
、
今
後
の
活
動
と

し
て
他
団
体
（市
町
村
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
々
）と
の
連

携
強
化
を
図
る
事
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
あ
る
４
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
し
た
協

力
体
制
の
推
進
。

賛
助
会
の
事
業
推
進
の
枠
組
み
を
超
え
た
活
動
の
構
築
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
一
年
間
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
講
座
に
参
加
し
て

松
川
グ
ル
ー
プ
・牛
越
克
己

例
年
基
本
的
に
、
秋
計
画
さ
れ
て
い
る

<

会
員
講
座>

が
、
今
年
は
十
二
月
五
日

（金
）に
計
画
さ
れ
、
幹
事
会
で
検
討
を
重

ね
た
が
、
な
か
な
か
こ
れ
と
言
う
テ
ー
マ
が

出
て
こ
ず
、
そ
ん
な
中
で
会
場
を
外
に
し
た

ら
ど
う
か
と
の
意
見
が
出
て
、
劇
団
四
季
の

浅
利
慶
太
記
念
館
見
学
が
決
ま
っ
た
が
、
十

二
月
に
入
る
と
冬
季
閉
鎖
に
な
る
と
の
こ

と
で
、
日
程
を
十
一
月
二
十
八
日
（金
）に

変
更
に
な
っ
た
。

大
町
郊
外
、
温
泉
郷
周
辺
に
あ
る
ら
し
い

と
の
情
報
以
外
、
見
学
に
も
関
心
が
な
い
状

態
だ
っ
た
が
、
い
い
機
会
だ
と
思
い
参
加
し

た
。参

加
者
は
会
員
を
含
め
二
十
一
名
集

ま
っ
た
。
館
長
さ
ん
の
熱
の
こ
も
っ
た
解
説

に
約
一
時
間
、
少
し
の
休
憩
を
挟
ん
で
、
多

分
見
学
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
倉
庫
、
数
か
所

を
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

ま
ず
、
そ
の
規
模
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
大
き

な
会
場
で
の
公
演
に
使
用
す
る
舞
台
装
置

の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
そ
れ
こ
そ
ビ
ス

や
ワ
イ
ヤ
ー
ま
で
が
き
ち
っ
と
整
理
さ
れ
て
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
全
国
の
公
演
先
へ
、
夢
を

届
け
る
舞
台
裏
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

今
年
は
既
に
県
内
二
か
所
の
公
演
が
決

ま
っ
て
お
り
、
日
程
が
取
れ
れ
ば
是
非
、
会

場
に
足
を
運
び
た
く
な
っ
た
。

あ
の
、
大
舞
台
が
、
五
千
円
と
言
う
の
が

何
と
も
嬉
し
い
。



令
和
七
年
度

中
信
地
区
賛
助
会
懇
談
会
に
参
加
し
て

池
田
グ
ル
ー
プ

竹
内

清
隆

松
本
地
区
、
木
曽
地
区
・大
北
地
区
賛
助
会
の
代
表
に
よ
る
懇

談
会
が
、
十
一
月
二
十
一
日
に
松
本
合
同
庁
舎
で
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
は
、
松
本
地
区
が
幹
事
と
な
り
、
本
部
の
役
員
を
含
め
総
勢

二
十
八
名
の
参
加
で
し
た
。

会
議
は
挨
拶
の
後
、
各
地
区
の
賛
助
会
の
「会
報
」に
つ
い
て
の
説

明
及
び
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
メ
ー
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
賛

助
会
の
問
題
点
と
し
て
①
会
員
の
減
少
に
つ
い
て
②
役
員
選
出
に

つ
い
て
③
会
員
が
有
意
義
に
思
う
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

い
ず
れ
の
問
題
も
個
別
地
区
の
問
題
で
な
く
、
全
体
の
問
題
で

あ
り
、
解
決
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
午
後
は
、
松
本
大
手
に
あ
る
「松
本
市
立
博
物
館(

二
千

二
十
三
年
開
館
」を
視
察
し
ま
し
た
。
常
設
会
場
に
は
、
松
本
城
を

中
心
と
し
た
「城
下
町
の
立
体
パ
ノ
ラ
マ
模
型
」な
ど
が
、
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

余
談
で
す
。
私
は
、
博
物
館
近
く
に
あ
っ
た
「鶴
林
堂
書
店
」で
、

子
供
の
こ
ろ
、
こ
の
書
店
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、
池
田
町
に
は

無
い
多
く
の
本
を
ま
と
め
買
い
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

あ
の
頃
に
戻
り
、
読
書
も
し
っ
か
り
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
「会
員
講
座
」

大
町
グ
ル
ー
プ

渋
田
見

良
典

大
北
賛
助
会
の
計
画
書
で
は
、
十
二
月
五
日

（劇
団
四
季
浅
利
慶
太
記
念
館
見
学
）を
計
画

し
て
い
た
と
こ
ろ
見
学
期
間
は
四
月
か
ら
十

一
月
末
ま
で
と
の
事
に
て
、
急
遽
十
一
月
二
十

八
日
に
変
更
し
て
、
文
書
を
配
布
し
た
所
、
二

十
一
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

館
長
さ
ん
の
と
て
も
分
か
り
や
す
い
説
明
で
、

大
道
具
、
小
道
具
、
衣
装
、
展
示
パ
ネ
ル
等
を

見
な
が
ら
、
楽
し
い
二
時
間
で
し
た
。

劇
団
四
季

浅
利
慶
太
記
念
館
の
見
学

白
馬
小
谷
グ
ル
ー
プ

丸
山
萬
利
子

館
長
さ
ん
は
、
浅
利
慶
太
の
人
物
像
や
、
関

わ
っ
て
き
た
人
脈
の
凄
さ
を
熱
く
語
ら
れ
、

劇
団
創
立
か
ら
現
在
の
歩
み
を
写
真
、
ポ
ス

タ
ー
、
舞
台
衣
装
な
ど
見
な
が
ら
案
内
し
て

頂
き
、
公
演
時
の
舞
台
装
置
の
保
管
倉
庫
も

見
学
し
て
き
ま
し
た
。



会
員
講
座
「劇
団
四
季
・浅
利
慶
太
記
念
館
」視
察

池
田
グ
ル
ー
プ

                                                  

竹
内

清
隆

私
、
正
直
申
し
上
げ
ま
す
。
記
念
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
近
く
「上
原
」

「日
向
山
高
原
」に
は
頻
繁
に
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
記
念
館
に
は
一
度
も
入
館
し
た

こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
会
報
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
多
く
の
方
が
そ
う
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

劇
団
四
季
と
い
え
ば
「オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」「ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」「美
女
と
野
獣
」な
ど
な

ど
有
名
で
す
が
、
な
ぜ
劇
団
四
季
の
関
係
施
設
が
大
町
に
あ
る
の
か
？
疑
問
で
し
た
。

当
日
は
、
記
念
館
館
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
（こ
の
方
は
、
昭
和
電
工
勤
務
を

経
て
劇
団
四
季
に
入
り
、
本
社
勤
務
の
後
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
を
歴
任
し
た
方
で
す
）

説
明
に
よ
る
と
、
（私
の
記
憶
が
正
し
い
か
否
か
）『浅
利
さ
ん
は
山
荘
兼
稽
古
場
を
、
当

初
軽
井
沢
の
設
け
た
い
と
考
え
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
ん
な
時
、
大
学
の
先
輩
か
ら

「大
町
に
来
い
」と
誘
わ
れ
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
か
ら
、
こ
の
地
に
千
九
百
六
十
八
年

（昭
和
四
十
三
年
）に
山
荘
兼
稽
古
場
を
設
け
、
そ
の
後
千
九
百
九
十
五
年
に
演
劇
資
料

セ
ン
タ
ー
を
設
立
、
さ
ら
に
敷
地
内
に
「劇
団
四
季
記
念
館
」を
建
設
し
、
現
在
で
は
「浅

利
慶
太
記
念
館
」へ
と
名
称
を
変
え
て
い
る
』と
の
事
で
し
た
。

こ
の
記
念
館
に
は
、
劇
団
四
季
の
歩
み
を
伝
え
る
様
々
な
舞
台
模
型
、
写
真
、
本
な
ど

そ
の
他
に
、

大
道
具
、
小
道
具
、
衣
装
、
関
係
資
料
な
ど
十
四
棟
の
倉
庫
群
が
あ
り
ま
す
。

是
非
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
（現
在
は
休
館
中
で
す
。
春
四
月
に
な
れ
ば
開
館

予
定
で
す
。
）

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

大
町
グ
ル
ー
プ

                                             

渋
田
見

良
典

令
和
八
年
一
月
二
十
九
日

令
和
七
年
度
地
区
賛
助
会
連
絡
会
議

及
び
支
部
事
務
局
次
長
等
会
議
を
大
町
合
同
庁
舎
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
を
本
部
、
長
野
、
北
信
、
松
本
、
木
曽
、
南
信
州
、
上
諏
訪
、
上
小
、

佐
久
の
各
委
員
、
約
四
十
名
に
て
午
後
一
時
よ
り
行
い
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
の
間
の
交
流
会
の
促
進
に
つ
い
て
、
発
表
及
び
質
問
等
、

大
変
意
義
あ
る
二
時
間
で
し
た
。

今
後
の
大
北
賛
助
会
の
活
動
に
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



今
後
の
予
定

令
和
八
年
三
月
二
十
一
日

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
（ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
平
公
民
館

講
堂

九
時
三
十
分
集
合

編
集
後
記

三
寒
四
温
が
身
に
し
み
る
こ
の
頃
で
す
。
三
月
は
お
彼
岸
で
す
が
、
一
年
が
過
ぎ
る
の
が
、

年
々
早
い
な
ぁ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

正
岡
子
規
の
句
に(

毎
年
よ

彼
岸
の
入
り
に

寒
い
の
は
）と
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
風
邪
な
ど

ひ
か
な
い
よ
う
に

大
北
学
部
四
十
四
期
生

卒
業

シ
ニ
ア
活
動
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

佐
藤

雅
法

二
月
四
日
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
北
地
域
を
中
心
と
し
た
六
十
代
か
ら
八
十

代
ま
で
の
男
性
六
人
、
女
性
九
人
の
計
十
五

人
。
二
年
間
の
学
び
を
共
に
し
た
仲
間
が
在

学
生
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
大
学
で
の
経
験
を

活
か
し
て
新
た
な
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

第
六
回
幹
事
会
報
告

十
一
月
八
日

大
町
合
同
庁
舎

・
中
信
地
区
賛
助
会
懇
談
会
の
報
告

十
一
月
二
十
一
日

松
本
合
同
庁
舎

・
会
員
講
座

（劇
団
四
季

浅
利
慶
太
記
念
館
見
学
）
二
十
一
名
参
加

・
令
和
七
年
度
第
二
回
中
信
地
区
賛
助
会
連
絡
協
議
会
開
催
に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
（ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
）開
催
に
つ
い
て

・
令
和
八
年
度
シ
ニ
ア
大
学
大
北
学
部
講
師
に
つ
い
て

・
そ
の
他

第
七
回
幹
事
会

令
和
八
年
二
月
十
二
日

大
町
合
同
庁
舎

・
令
和
七
年
度

地
区
賛
助
会
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
（報
告
）

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
（ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
）に
つ
い
て

・
会
報
百
六
十
五
号

発
行
に
つ
い
て

・
令
和
七
年
度
事
業
報
告
・決
算
報
告

令
和
八
年
度
事
業
計
画
・予
算
（案
）に
つ
い
て

・
総
会
に
つ
い
て

五
月
中
旬
開
催
予
定

・
そ
の
他
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